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研究の位置付け

・現行の設計指針における問題点

・地震時における極限支持力の評価

・水平震度0.1～0.3程度の中小地震

・模型実験による極限支持力の検証

・基礎設計指針の改訂（日本建築学会）

・基礎的な資料の提供

背景

目的

意義



Qu

極限支持力

・地盤 ・コンクリート

圧縮強度

極限支持力とは？

直接基礎
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現行指針の問題点
•Ru=i×Qu
Ru：地震時の極限支持力

Qu：常時の極限支持力

i：地震時の低減係数

• i= φ
θ：傾斜荷重角度

φ：内部摩擦角

（Φ=40°の場合）

約0.5

地表で200gal相当の
中地震



模型実験



模型実験の状況

剛体土槽



模型実験



模型基礎の載荷状況（基礎A）

電動ジャッキ

ロードセル

基礎A

豊浦砂



模型基礎の載荷状況（基礎B）

電動ジャッキ

ロードセル

基礎B

豊浦砂

ベロフラム
シリンダー



実験ステップ

0.1≦K=H/V≦0.3

H（水平荷重）

Ru

V(初期鉛直荷重)

Qu

地震時の極限支持力の低減率

ステップ1 ステップ2

Ru/Qu

Qu：常時の極限支持力の
測定

Ru：地震時の極限支持力の
測定
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基礎A 基礎B 低減係数i

水平震度に対する極限支持力の
低減率

（Φ=40°の場合）
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基礎A 基礎B 平均値（0.93）

偏心率に対する極限支持力の
低減率



まとめ

• 地震時における直接基礎の極限支持力を
模型実験により検証。

• 中小地震であれば、極限支持力は現行指
針のように大きく低下しない。

• 現行指針では過小評価になることを確認。

• 基礎設計指針の改訂にあたり基礎的な資
料として提供。


